
　青い海と白い砂浜。魅力ある海岸
は誰もが望むもの。伊東の海岸は言
うまでもなく「観光・伊東」の顔で
あり、生命線。顔にふさわしい整備
をと市民の要望が多かった「白い砂
浜」の実現に向け、小野達也県議を
中心に動きが始まりました。
　津波対策を兼ねた海岸の再整備の
観点から砂浜の砂の入れ替えを検討。
まず、手始めにオレンジビーチ中央
のトイレ前砂浜を白い砂にして、ビ
ーチバレーボールの大会会場として
利用したり、海水浴客や海岸を訪れ
る人たちの写真スポットにしようと
いうもの。

　伊東市新井の東の浜で平成25年度より実施されている船揚げ場の改修工
事について、地元の漁業関係者から要望を聞きました。
　現在、仮設で設けられている木製の足場を固定したものにして欲しいとい
う要望が寄せられ、早速、静岡県熱海土木事務所の担当者と現地視察を行い
ました。船揚げ場の改修工事は平成28年度まで継続事業となっており、完
成までまだ時間がかかるため、早急に要望事項を改善に向け検討することに
なりました。

　先ごろ海岸を所管する静岡県熱海土木事務所担当者、伊東市建設課
担当者、観光課、観光協会の関係者が小野県議と共に現地視察を行い
ました。
　市民の長年の念願だった白い砂浜が実現すれば、伊東の新しい魅力
になること間違いなし。一日も早く計画が実現することが期待されて
います。

小野達也後援会会報
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有言実行　みんなとともに!!
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要望事項に即対応どんな声にもどんな声にも
　　応える行動力　　応える行動力
どんな声にも
　　応える行動力

小野達小野達也新たにたに 深く 進める３つのつの政策政策小野達也新たに 深く 進める３つの政策
■観光関連事業を創造し、未来都市を目指します
■文化・歴史を重んじ地域の伝統と誇りを守ります
■消防・自主防災会を支え、安心してくらせるまちに
■「地域包括ケアシステム」の実現に
■都市を整備し、災害に強い安全なまちを作ります

■観光業の新規企業を誘致、雇用・景気対策に
■スポーツ施設の整備を県・市とともに推進
■救急・救命医療体制を再考します
■国土強靭化による道路や河川海岸整備を推進
■高齢者が集える支援拠点事業を推進

■出産・子育て支援を拡充。次世代伊東市民を応援
■一次・二次・三次産業を継ぎ、地元企業を育成
■教育環境を改善し、学力の向上を図ります
■人口減少社会に挑戦し、人口自然増のまちを
■どんな時代にも夢を持てる活き活きとした伊東へ

守
る

つ
く
る

育
む

青い海に白い砂浜



推進区域

　伊東の漁業と観光を融合させた新しい計画が進んでいま
す。内陸フロンティア推進事業と呼ばれるもので、伊東市
新井地区から静海地区までの約2.15㌶を伊東市総合計画
や観光基本計画に沿って、整備しようという計画。
　地域水産業の中核をなす伊東魚市場は完成からすでに
40年以上を経過、老朽化が進んでいることから施設の改
築に合わせ、水産資源を活用した多様な付加価値のある施
設への整備が課題となっています。改築によって、荷捌き、
加工、直売の機能を向上させ、また、魚市場内に観光施設
を併設し、観光産業と連携する中で、新たな賑わいを創出
します。
　更には津波避難場所としての防災機能も備えた複合型魚市場を目指していま
す。総事業費は10億円規模で、26年度に市場調査が行われ、27年度には基
本設計、28年度に詳細設計、29年度に工事に着工し、30年度の完成、供用
開始を目指します。
　完成すれば「伊豆・いとう地魚王国」として、漁業の振興、観光への寄与と
大きな期待が集まっています。

　多くの観光客はもちろん、地元の人たちにも愛されている伊豆高原。最近は
都会から移り住み、定住する人たちが増えています。
　伊豆高原が愛される理由はいろいろありますが、何といっても一番の魅力は
豊かな自然。大室山にさくらの里、
そして池の田園風景。そこには四
季を通じ、伊豆高原ならではの美
しい景色が広がっています。
　伊豆高原の持っている文化的な
香りや知的なイメージをさらに豊
かなものにするため、自然を生か
した整備が望まれています。コン
サートやキャンプが楽しめる森林
公園的な整備が可能か、検討が進
められています。

昭和38年2月23日生まれ
伊東市立西小学校卒、伊東市立北中学校卒
静岡県立焼津水産高校在学中に、父親が他界し、奨学
金制度にお世話になりながら水産製造科を卒業
高校卒業後、伊東市内の水産加工会社に就職

昭和62年　株式会社丸達水産設立、代表取締役就任
平成17年　静岡県議会議員に初出馬ながら初当選
平成19年　静岡県議会議員選挙落選
平成23年　静岡県議会議員選挙当選

【静岡県議会】
静岡県議会文教警察委員会委員長、人口減少対策特別
委員会副委員長、自民改革会議（会派）事務局長、治
山砂防推進議連事務局長、ボランティア推進議連副会
長、私学推進議連事務局長

【自民党静岡県連】
組織委員長、観光産業振興議連事務局長、水産振興議
連副会長、医療推進議連事務局長、文教対策委員長

【その他】
伊東市サッカー協会会長、伊東市ダイバーズ協議会会
長、ボーイスカウト伊東第三団育成会会長、県立熱海
高校後援会副会長、社会福祉法人清国会理事、NPO法
人マーレスポーツクラブ理事、伊東ひもの振興会理事

【静岡県議会】
　建設委員会委員長、総務委員会委員長、他
【自民党静岡県連】

県連筆頭副幹事長、広報委員長、県連政調副会長、青
年対策部長、農林水産対策協議会運営委員長、中小企
業対策協議会運営委員長、環境対策協議会特別委員長、
他
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現在　静岡県議会議員（二期）

主な役歴

TEL.0557‐36‐2089小野達也後援会 伊東市広野 4‐5‐6
FAX.0557‐36‐2080

E-mail  ono-tatsuya@bird.ocn.ne.jp
公式サイト　www.ono-tatsuya.com


